
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数のスペクトラム拡散信号を受信する第１のアンテナと、
前記第１のアンテナに結合され前記複数のスペクトラム拡散信号をそれぞれデジタル化す
る第１の複数のＡ－Ｄ変換器と、
前記第１の複数のＡ－Ｄ変換器に結合され前記デジタル化した複数のスペクトラム拡散信
号を第１の複数の遅延量だけ遅延させ、それによって第１の複数の遅延信号を発生する第
１の複数のデジタル遅延装置と、
前記複数のスペクトラム拡散信号の位相ずれ分を受信する第２のアンテナと、
前記第２のアンテナに結合され前記複数のスペクトラム拡散信号の位相ずれ分をデジタル
化する第２の複数のＡ－Ｄ変換器と、
前記第２の複数のＡ－Ｄ変換器に結合され前記複数のスペクトラム拡散信号のデジタル化
した位相ずれ分を第２の複数の遅延量だけ遅延させ、それによって第２の複数の遅延信号
を発生する第２の複数のデジタル遅延装置と、
前記第１の複数のデジタル遅延装置および前記第２の複数のデジタル遅延装置に結合され
前記第１の複数の遅延信号の直交位相成分および前記第２の複数の遅延信号の直交位相成
分を第１の複数の合成信号の形にそれぞれ合成する第１の複数の加算器と、
前記第１の複数のデジタル遅延装置および前記第２の複数のデジタル遅延装置に結合され
前記第１の複数の遅延信号の同相成分および前記第２の複数の遅延信号の同相成分を第２
の複数の合成信号の形に合成する第２の複数の加算器と、
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前記第１の複数の加算器および前記第２の複数の加算器に結合され前記第１の複数の合成
信号および前記第２の複数の合成信号を複数の逆拡散直交位相信号および複数の逆拡散同
相信号の形にそれぞれ逆拡散する複数の逆拡散装置と、
前記複数の逆拡散装置に結合され前記複数の逆拡散直交位相信号および前記複数の逆拡散
同相信号の複数の強度値を発生する複数の強度装置と、
前記複数の強度装置に結合され複数の先行強度値および複数の現時点強度値を蓄積する複
数のシフトレジスタと、
前記複数のシフトレジスタの各々に結合した少なくとも二つの入力を各々が有し、前記複
数の先行強度値と前記複数の現時点強度値との比較に応答して複数の比較出力信号を発生
する複数の比較器と、
前記複数の比較器、前記第１の複数のデジタル遅延装置および前記第２の複数のデジタル
遅延装置に結合され複数の比較出力信号に応答して前記第１の複数のデジタル遅延装置の
前記第１の複数の遅延量を変化させる複数のカウンタと
を含むフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項２】
前記複数のカウンタが前記複数の比較出力信号に応答して前記第２の複数のデジタル遅延
装置の前記第２の複数の遅延量を変化させる請求項１記載のフェイズドアレイ・スペクト
ラム拡散システム。
【請求項３】
複数のスペクトラム拡散信号および前記複数のスペクトラム拡散信号の複数の位相ずれ分
を受信する手段と、
前記複数のスペクトラム拡散信号の複数の前記位相ずれ分に対して前記複数のスペクトラ
ム拡散信号を複数の遅延量だけ遅延させ、それによって複数の遅延信号を発生する手段と
、
前記複数の遅延信号および前記複数のスペクトラム拡散信号の前記位相ずれ分を複数の合
成信号の形に合成する手段と、
前記複数の合成信号を複数の逆拡散信号に逆拡散する手段と、
前記複数の逆拡散信号に応答して前記遅延手段の前記複数の遅延量を制御する 手段

フェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項４】
前記受信手段が、
前記複数のスペクトラム拡散信号を受信する第１のアンテナと、
前記第１のアンテナに結合され前記複数のスペクトラム拡散信号をデジタル化する第１の
複数のＡ－Ｄ変換器と、
前記複数のスペクトラム拡散信号の複数の位相ずれ分を受信する第２のアンテナと、
前記第２のアンテナに結合され前記複数のスペクトラム拡散信号の前記複数の位相ずれ分
をデジタル化する第２の複数のＡ－Ｄ変換器と
を含む請求項３記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項５】
前記遅延手段が、
前記受信手段に結合され前記複数のスペクトラム拡散信号の前記複数の位相ずれ分を第２
の複数の遅延量だけ遅延させ、それによって第２の複数の遅延信号を発生する複数のデジ
タル遅延装置を含む請求項３記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項６】
前記遅延手段が、
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制御 、
すなわち前記複数の逆拡散信号から複数の強度値を発生する手段と、前記発生手段の発生
した複数の先行強度値および複数の現時点強度値を蓄積する手段と、前記複数の先行強度
値と前記複数の現時点強度値とを比較し、複数の比較出力信号、すなわち前記遅延手段が
前記複数の遅延量を変化させるもととなる複数の比較出力信号を出力する比較手段とを含
む制御手段と
を含む



前記受信手段に結合され前記複数のスペクトラム拡散信号を第１の複数の遅延量だけ遅延
させ、それによって第１の複数の遅延信号を発生する第１の複数のデジタル遅延装置と、
前記受信手段に結合され前記複数のスペクトラム拡散信号の前記複数の位相ずれ分を第２
の複数の遅延量だけ遅延させ、それによって第２の複数の遅延信号を発生する第２の複数
のデジタル遅延装置と
を含み、
前記合成手段が前記第１の複数の遅延信号と前記第２の複数の遅延信号とを前記複数の合
成信号の形に合成する請求項３記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項７】
前記合成手段が、
前記遅延手段に結合され前記複数の遅延信号の複数の直交位相成分を第１の複数の合成信
号の形に合成する第１の複数の加算器と、
前記遅延手段に結合され前記複数の遅延信号の同相成分を第２の複数の合成信号の形に合
成する第２の複数の加算器と
を含み、
前記逆拡散手段が前記第１の複数の合成信号および前記第２の複数の合成信号を第１の複
数の逆拡散信号および第２の複数の逆拡散信号の形にそれぞれ逆拡散し、
前記発生手段が前記第１の複数の逆拡散信号および前記第２の複数の逆拡散信号から前記
複数の強度値を発生する
請求項 記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項８】
前記逆拡散手段が、前記合成手段に結合され前記複数の合成信号を前記複数の逆拡散信号
の形に逆拡散する複数の逆拡散装置を含む請求項３記載のフェイズドアレイ・スペクトラ
ム拡散システム。
【請求項９】
前記逆拡散手段が、前記第１の複数の加算器および前記第２の複数の加算器に結合され前
記第１の複数の合成信号および前記第２の複数の合成信号を複数の逆拡散直交位相信号お
よび複数の逆拡散同相信号の形にそれぞれ逆拡散する複数の逆拡散装置を含む請求項 記
載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項１０】
前記発生手段が、前記逆拡散手段に結合され前記複数の逆拡散信号の前記複数の強度値を
発生する複数の強度装置を含む請求項 記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散シス
テム。
【請求項１１】
前記蓄積手段が、前記発生手段に結合され前記複数の先行強度値および前記複数の現時点
強度値を蓄積する複数のシフトレジスタを含む請求項 記載のフェイズドアレイ・スペク
トラム拡散システム。
【請求項１２】
前記比較手段が、
前記蓄積手段に接続した少なくとも二つの入力を各々が有し、前記複数の先行強度値およ
び前記複数の現時点強度値の比較に応答して複数の比較出力信号を出力する複数の比較器
と、
前記複数の比較器にそれぞれ結合されるとともに前記遅延手段に結合され前記複数の比較
出力信号に応答して前記複数の遅延量を変化させる複数のカウンタとを含む請求項 記載
のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項１３】
前記発生手段が、前記複数の逆拡散装置に結合され前記複数の逆拡散直交位相信号および
前記複数の逆拡散同相信号から複数の強度値を発生する複数の強度装置を含む請求項 記
載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項１４】
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前記比較手段が、
複数のシフトレジスタのうちの一つのシフトレジスタに接続した少なくとも二つの入力を
各々が有し、前記複数の先行強度値および前記複数の現時点強度値の比較に応答して前記
複数の比較出力信号を出力する複数の比較器と、
前記複数の比較器、第１の複数のデジタル遅延装置および第２の複数のデジタル遅延装置
にそれぞれ結合され前記複数の比較出力信号に応答して前記第１の複数のデジタル遅延装
置に第１の複数の遅延量を変化させる複数のカウンタと
を含む請求項 記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項１５】
スペクトラム拡散信号を受信する方法であって、
複数のスペクトラム拡散信号を受信する過程と、
前記複数のスペクトラム拡散信号の複数の位相ずれ分を受信する過程と、
少なくとも前記複数のスペクトラム拡散信号を前記複数のスペクトラム拡散信号の前記複
数の位相ずれ分に対して複数の遅延量だけ遅延させ、それによって複数の遅延信号を発生
する過程と、
前記複数の遅延信号および前記複数のスペクトラム拡散信号の前記複数の位相ずれ分を複
数の合成信号の形に合成する過程と、
前記複数の合成信号を複数の逆拡散同相信号の形に逆拡散する過程と、
前記複数の逆拡散信号の複数の強度値を発生する過程と、
前記複数の強度値を複数の現時点強度値として蓄積する過程と、
複数の先行強度値を前記複数の現時点強度値と比較する過程と、
前記複数の先行強度値と前記複数の現時点強度値との比較の結果に応答して複数の比較出
力信号を生ずる過程と、
前記複数の比較出力信号に応答して前記複数の遅延量を変化させる過程とを含む
スペクトラム拡散信号受信方法。
【請求項１６】
複数のスペクトラム拡散信号を受信する第１のアンテナと、
前記第１のアンテナに結合され前記複数のスペクトラム拡散信号をデジタル化する第１の
Ａ－Ｄ変換器と、
前記第１のＡ－Ｄ変換器に結合され前記デジタル化した複数のスペクトラム拡散信号を第
１の遅延量だけ遅延させ、それによって第１の複数の遅延信号を発生する第１の複数のデ
ジタル遅延装置と、
前記複数のスペクトラム拡散信号の位相ずれ分を受信する第２のアンテナと、
前記第２のアンテナに結合され前記複数のスペクトラム拡散信号の位相ずれ分をデジタル
化する第２のＡ－Ｄ変換器と、
前記第２のＡ－Ｄ変換器に結合され前記複数のスペクトラム拡散信号のデジタル化した位
相ずれ分を第２の遅延量だけ遅延させ、それによって第２の複数の遅延信号を発生する第
２のデジタル遅延装置と、
前記第１のデジタル遅延装置に結合され前記第１の複数の遅延信号を第１の複数の逆拡散
同相信号および第１の複数の逆拡散直交位相信号の形に逆拡散する第１の複数の逆拡散装
置と、
前記第２のデジタル遅延装置に結合され前記第２の複数の遅延信号を第２の複数の逆拡散
同相信号および第２の複数の逆拡散直交位相信号の形にそれぞれ逆拡散する第２の複数の
逆拡散装置と、
前記第１の複数の逆拡散装置および前記第２の複数の逆拡散装置に結合され前記第１の複
数の逆拡散信号および前記第２の複数の逆拡散信号の直交位相成分を第１の複数の合成信
号の形に合成する第１の加算器と、
前記第１の複数の逆拡散装置および前記第２の複数の逆拡散装置に結合され前記第１の複
数の逆拡散信号および前記第２の複数の逆拡散信号の同相成分を第２の複数の合成信号の
形に合成する第２の加算器と、
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前記第１の加算器および前記第２の加算器に結合され前記逆拡散直交位相信号および前記
逆拡散同相信号の強度値を発生する強度装置と、
前記強度装置に結合され先行強度値および現時点強度値を蓄積するシフトレジスタと、
前記シフトレジスタに結合した少なくとも二つの入力を有し、前記先行強度値と前記現時
点強度値との比較に応答して比較出力信号を発生する比較器と、
前記比較器および前記第１のデジタル遅延装置に結合され前記比較出力信号に応答して前
記第１のデジタル遅延装置の前記第１の遅延量を変化させるカウンタと
を含むフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項１７】
複数のスペクトラム拡散信号および前記複数のスペクトラム拡散信号の複数の位相ずれ分
をそれぞれ受信する手段と、
前記複数のスペクトラム拡散信号を前記複数のスペクトラム拡散の前記複数の位相ずれ分
に対して一つの遅延量だけ遅延させ、それによって、複数の遅延信号を発生する手段と、
前記複数の遅延信号を第１の複数の逆拡散信号の形に逆拡散する第１の手段と、
前記複数のスペクトラム拡散信号の前記複数の位相ずれ分を第２の複数の逆拡散信号の形
に逆拡散する第２の手段と、
前記第１の複数の逆拡散信号および前記第２の複数の逆拡散信号を合成信号の形に合成す
る手段と、
前記合成信号に応答して前記遅延手段の遅延量を変化させる制御手段

を含むフェイズドアレイ・スペクトラム拡散シ
ステム。
【請求項１８】
前記受信手段が、
前記複数のスペクトラム拡散信号を受信する第１のアンテナと、
前記第１のアンテナに結合され前記複数のスペクトラム拡散信号をデジタル化する第１の
複数のＡ－Ｄ変換器と、
前記複数のスペクトラム拡散信号の前記複数の位相ずれ分を受信する第２のアンテナと、
前記第２のアンテナに結合され前記複数のスペクトラム拡散信号の前記複数の位相ずれ分
をデジタル化する第２の複数のＡ－Ｄ変換器と
を含む請求項 記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項１９】
前記遅延手段が、
前記受信手段に結合され前記複数のスペクトラム拡散信号を第１の遅延量だけ遅延させ、
それによって第１の複数の遅延信号を発生するデジタル遅延装置を含む請求項 記載の
フェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項２０】
前記遅延手段が、
前記受信手段に結合され前記複数のスペクトラム拡散信号を第１の遅延量だけ遅延させ、
それによって第１の複数の遅延信号を発生する第１のデジタル遅延装置と、
前記受信手段に結合され前記複数のスペクトラム拡散信号の前記複数の位相ずれ分を第２
の遅延量だけ遅延させ、それによって第２の複数の遅延信号を発生する第２のデジタル遅
延装置と
を含み、
前記第１の逆拡散手段が前記第１の複数の遅延信号を逆拡散し、前記第２の逆拡散手段が
前記第２の複数の遅延信号を逆拡散する
請求項 記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項２１】
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、すなわち前記合成
信号から複数の強度値を発生する手段と、前記発生手段の発生した先行強度値および現時
点強度値を蓄積する手段と、前記先行強度値と前記現時点強度値とを比較し、複数の比較
出力信号、すなわち前記遅延手段が前記複数の遅延量を変化させるもととなる比較出力信
号を出力する比較手段とを含む制御手段と
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前記合成手段が、
前記第１および第２の逆拡散手段に結合され前記第１および第２の複数の逆拡散信号の複
数の直交位相成分を第１の合成信号の形に合成する第１の加算器と、
前記第１および第２の逆拡散手段に結合され前記第１および第２の複数の逆拡散信号の複
数の同相成分を第２の合成信号の形に合成する第２の加算器と
を含み、
前記発生手段が前記第１の合成信号から強度値を発生する
請求項 記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項２２】
前記逆拡散手段が、前記受信手段に結合され前記複数の遅延信号を第１の複数の逆拡散同
相信号および第１の複数の逆拡散直交位相信号の形に逆拡散する複数の逆拡散装置を含む
請求項 記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項２３】
前記発生手段が、前記合成手段に結合され前記合成信号の強度値を発生する強度装置を含
む請求項 記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項２４】
前記蓄積手段が、前記発生手段に結合され前記先行強度値および前記現時点強度値を蓄積
するシフトレジスタを含む請求項 記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システ
ム。
【請求項２５】
前記比較手段が、
前記蓄積手段に接続した少なくとも二つの入力を有し、前記先行強度値および前記現時点
強度値の比較に応答して比較出力信号を出力する比較器と、
前記比較器に結合されるとともに前記遅延手段に結合され前記比較出力信号に応答して前
記遅延手段の前記遅延量を変化させるカウンタと
を含む請求項 記載のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システム。
【請求項２６】
スペクトラム拡散信号を受信する方法であって、
複数のスペクトラム拡散信号を受信する過程と、
前記複数のスペクトラム拡散信号の複数の位相ずれ分を受信する過程と、
少なくとも前記複数のスペクトラム拡散信号を前記複数のスペクトラム拡散信号の前記複
数の位相ずれ分に対して一つの遅延量だけ遅延させ、それによって複数の遅延信号を発生
する過程と、
前記複数の遅延信号を第１の複数の逆拡散信号の形に逆拡散する過程と、
前記複数の逆拡散信号の位相ずれ分を第２の複数の逆拡散信号の形に逆拡散する過程と、
前記第１の複数の逆拡散信号および前記第２の複数の逆拡散信号を合成信号の形に合成す
る過程と、
前記合成信号の強度値を発生する過程と、
前記強度値を現時点強度値として蓄積する過程と、
先行強度値を前記現時点強度値と比較する過程と、
前記先行強度値と前記現時点強度値との比較の結果に応答して比較出力信号を出力する過
程と、
前記比較出力信号に応答して前記遅延量を変化させる過程と
を含むスペクトラム拡散信号受信方法。
【発明の詳細な説明】
技術分野
本発明は、スペクトラム拡散通信に関し、より詳しくいうと受信機に到達するマルチパス
経由スペクトラム拡散信号の信号対雑音比を上げるフェイズドアレイ原理を用いて通信を
改善する方法および装置に関する。
関連技術の説明
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マルチパス環境でスペクトラム拡散変調を用いて通信している場合、受信信号が二つの経
路経由の伝搬で十分な信号強度を得ようとすると問題が生ずる。二つの経路経由で伝搬さ
れてきた受信信号によって、位相消去を生じ、信号を受信しなかったり、許容不可能な誤
り率の受信を生じたりする可能性があるからである。
周知のとおり、互いに異なる経路または方向からフェイズドアレイに到達するＮ－１個以
下の信号を互いに区別するのにフェイズドアレイはＮ個のアンテナ素子を必要とする。こ
の空間ダイバーシティの考え方は、アンテナ理論においてよく展開されている。
発明の概要
本発明の概括的な目的はマルチパス環境でスペクトラム拡散信号を受信する改良型システ
ムおよび方法を提供することである。
本発明のもう一つの目的は、二つ以上の経路経由で受信したスペクトラム拡散信号の信号
対雑音比を上げ、誤り発生率を低減させることである。
本発明のさらにもう一つの目的は、アンテナ素子の数に無関係の多数の互いに異なる方向
からアンテナに到達する複数のスペクトラム拡散信号を受信することである。
この明細書において実施の形態を示し発明の詳細な説明に詳述するとおり、本発明による
と、受信手段と、遅延手段と、合成手段と、逆拡散手段と、発生手段と、蓄積手段と、比
較手段とを含むフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システムを提供できる。受信手段は
複数のスペクトラム拡散信号とそれら複数のスペクトラム拡散信号の位相ずれ分を受信す
る。通常は上記複数のスペクトラム拡散信号を第１のアンテナに結合した第１の複数の受
信機によって受信し、それら複数のスペクトラム拡散信号の位相ずれ分を第２のアンテナ
に結合した第２の複数の受信機で受信する。受信した複数のスペクトラム拡散信号および
それら複数のスペクトラム拡散信号の複数の位相ずれ分をデジタル化する。遅延手段は複
数の受信スペクトラム拡散信号を前記複数のスペクトラム拡散信号の位相ずれ分に対して
複数の遅延素子により遅延させる。その結果、上記複数の受信スペクトラム拡散信号は複
数の遅延信号になる。
合成手段は、これら複数の遅延信号と複数のスペクトラム拡散信号の位相ずれ分とを複数
の合成信号の形に合成する。遅延信号の各々の同相成分を各スペクトラム拡散信号の各位
相ずれ分の同相成分と合成する。各遅延信号の直交位相成分を各スペクトラム拡散信号の
各位相ずれ分の直交位相成分と合成する。
逆拡散手段はこれら複数の合成信号を複数の逆拡散信号に逆拡散する。この処理は、複数
の受信スペクトラム拡散信号にそれぞれ整合した複数のチップ系列を有する複数の積検出
回路、または複数の受信スペクトラム拡散信号の複数のチップ系列にそれぞれ整合した複
数のインパルス関数を有する複数の整合フィルタを用いて行う。
発生手段は複数の逆拡散信号から複数の強度値を発生させる。各強度値は絶対値または逆
拡散信号の同相成分および直交位相成分の二乗になり得る。
蓄積手段は上記発生手段により予め発生ずみの複数の先行強度値および上記発生手段によ
り現時点で発生された複数の現時点強度値を蓄積する。これら複数の先行強度値および複
数の現時点強度値を比較手段によってそれぞれ比較する。この比較の結果に応答して比較
手段は複数の比較信号を出力する。遅延手段はこれら複数の比較信号に基づいて複数の遅
延のいずれかまたはすべてを変化させる。
本発明は、マルチパス経由の複数のスペクトラム拡散信号の信号強度を最大化する方法で
あって、複数のスペクトラム拡散信号およびそれら複数のスペクトラム拡散信号の複数の
位相ずれ分を受信する過程を含む方法も包含する。受信した複数のスペクトラム拡散信号
を複数の遅延素子によってスペクトラム拡散信号の複数の位相ずれ分に対して遅延させ、
複数の遅延信号を発生させる。これら複数の遅延信号および複数のスペクトラム拡散信号
の複数の位相ずれ分を複数の合成信号の形に合成し、それら複数の合成信号を複数の逆拡
散信号の形にそれぞれ逆拡散する。
この方法は複数の逆拡散信号から複数の強度値を発生させる過程と、複数の先行強度値お
よび複数の現時点強度値を蓄積する過程とを含む。これら複数の先行強度値および複数の
現時点強度値を比較し、その比較に基づいて複数の比較出力信号を出力する。これら複数
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の比較出力信号を用いて複数の遅延素子を変化させる。上記複数の強度値を発生する過程
は最大値を探索する処理である。最大値またはそれと同等の値の探索に上記以外の処理を
用いることもできる。
本発明の上記以外の目的および利点は次の説明に部分的に述べてあり、この説明から明ら
かであり、また本発明の実施によって理解されよう。また、本発明の目的および利点は、
本願の特許請求の範囲に記載した構成および組合せによって実現され達成され得る。
【図面の簡単な説明】
本明細書に組み入れられ本明細書の一部を構成する添付図面は、本発明の好ましい実施例
を図解し、明細書の説明とともに本発明の原理を説明する。
図１は本発明の基本概念を示すブロック図である。
図２はユーザが受信中の二つのマルチパス経由信号を示す。
図３は二つの受信機の間の位相の調整のブロック図である。
図４は複数のスペクトラム拡散信号の位相の調整のブロック図である。
図５は複数のスペクトラム拡散信号のための二組の受信機の間の位相の調整のブロック図
である。
好ましい実施例の詳細な説明
全体を通じて同じ構成要素には同じ参照数字を付けて示した図面を参照して本発明の好ま
しい実施例を詳細に述べる。

本発明は受信手段と、遅延手段と、合成手段と、逆拡散手段と、発生手段と、蓄積手段と
比較手段とを含む独特のフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システムを提供する。遅延
手段は受信手段と蓄積手段との間に配置する。逆拡散手段は合成手段と発生手段との間に
配置する。蓄積手段は発生手段と比較手段との間に配置し、比較手段を遅延手段に接続す
る。
図１の受信手段は、スペクトラム拡散信号およびそのスペクトラム拡散信号の位相ずれ分
を受信する。ここに用いる用語「位相ずれ分」は受信スペクトラム拡散信号とは異なる位
相を有するスペクトラム拡散信号のバージョンや受信スペクトラム拡散信号に対して時間
的遅延を伴うスペクトラム拡散信号のバージョンなどを意味する。図２に示すとおり、互
いに異なる建物１７および１８などで反射して互いに異なる経路を経て到達するスペクト
ラム拡散信号１５およびスペクトラム拡散信号の位相ずれ分１６には互いに異なる位相遅
延や時間遅延が生じる。図２に示すとおり、フェイズドアレイ・スペクトラム拡散システ
ムは、基地局または送受器１９など遠隔加入者局ユニット（ＲＳＵ）で実働化される。最
初のスペクトラム拡散信号１５は１回反射し、スペクトラム拡散信号の位相ずれ分１６な
ど２番目の伝搬波は２回反射するので、反射の度ごとに位相変動が生ずる。二つの信号の
間の時間差のためにマルチパス信号は位相消去を受けフェージングを生ずる。図１のフェ
イズドアレイ・スペクトラム拡散システムは、２本のアンテナ１１および１２のうち１本
の出力に遅延または移相をかけて、それら２本のアンテナからのビームを信号強度最大値
対応の建物または伝搬路に向けるようにする。
受信手段は図１に示すとおり第１のアンテナ１１および第２のアンテナ１２を通常備える
。スペクトラム拡散信号 d(t)g(t)cosω 0 tを第１のアンテナ１１に結合した第１の受信機
で受信し、スペクトラム拡散信号の位相ずれ分 d(t-τ )g(t-τ )cosω 0 (t-τ )を第２のアン
テナ１２に結合した第２の受信機で受信する。これら第１および第２の受信機は所要の無
線周波数（ＲＦ）増幅器およびフィルタ、並びに中間周波数（ＩＦ）増幅器およびフィル
タを備える。受信スペクトラム拡散信号およびスペクトラム拡散信号の位相ずれ分はデジ
タル化することもできる。
図１に遅延装置１３として示した遅延手段は遅延素子によって受信スペクトラム拡散信号
をスペクトラム拡散信号位相ずれ分に対して遅延させる。したがって受信スペクトラム拡
散信号はスペクトラム拡散信号位相ずれ分の遅延とほぼ等しい遅延を伴う遅延信号になる
。好ましい実施例は、デジタル信号処理を用いる。したがって、この遅延手段はシフトレ
ジスタなどのデジタル遅延装置を備える。アナログ回路では代わりにアナログ遅延装置ま
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たは移相器を用いる。
図面には２本のアンテナを備える形で示したが、この受信手段は性能向上のために追加の
アンテナを備えることもできる。遅延手段は複数のアンテナを収容するために適当な遅延
回路を有する。
図１に合成器１４として示した合成手段は遅延信号とスペクトラム拡散信号位相ずれ分と
を合成信号の形に合成する。遅延信号およびスペクトラム拡散信号位相ずれ分は、ほぼ同
様の位相遅延または時間遅延を伴う。したがって、遅延信号の同相成分はスペクトラム拡
散信号位相ずれ分の同相成分と合成され、遅延信号の直交位相成分はスペクトラム拡散信
号位相ずれ分の直交位相成分と合成される。
逆拡散手段は上記合成信号を逆拡散信号の形に逆拡散する。この処理は受信スペクトラム
拡散信号に整合したチップ系列を有する積検出器または受信スペクトラム拡散信号のチッ
プ系列に整合したインパルス特性を有する表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタなどの整合フィ
ルタを用いて行うことができる。スペクトラム拡散信号を逆拡散する積検出器、デジタル
シグナルプロセッサおよびＳＡＷ装置はこの技術分野で周知である。
上記発生手段は逆拡散信号から強度値を発生する。この強度値は絶対値、逆拡散信号の同
相成分および直交位相成分の二乗、または相対的信号強度値算定のための逆拡散信号の上
記以外の測定基準で示される。発生手段が現在発生中の強度値を以下現時点強度値という
。発生手段がすでに発生ずみの強度値を以下先行強度値という。先行強度値は時間および
それ以外の強度値で現時点強度値とは区別されるが、現時点強度値の直前に先行強度値を
発生するものとしてこの発明を説明する。二つ以上の先行強度値を用いることもできる。
先行強度値を用いる前提でこの発明を説明する。
蓄積手段は発生手段がすでに発生ずみの先行強度値と発生手段が現在発生中の現時点強度
値とを蓄積する。デジタル式実働化ではこの蓄積手段にはシフトレジスタまたはそれと等
価の蓄積を行うゲートを用いる。アナログ式実働化ではこの蓄積手段を先行強度値および
現時点強度値を蓄積する二つ以上のコンデンサで構成できる。
先行強度値および現時点強度値を比較手段によって比較する。この比較に応答して、比較
手段が比較出力信号を出力する。例えば、現時点強度値が先行強度値よりも大きい場合は
遅延手段の遅延τを大きくする比較出力信号を比較手段は出力し、逆に現時点強度値が先
行振幅値より小さい場合は遅延手段の遅延τを小さくする比較信号を比較出力手段は出力
する。遅延手段はこの比較出力信号に基づいて最初の遅延を変化させる。複数の先行強度
値を用いた場合は、それら複数の先行振幅値に重みづけするように比較手段を用いる構成
を採用する。
遅延τがチップＴ Cの時間よりも小さい場合に本発明は改良を提供する。本発明は、近接
マルチパスに作用する。遠く離れたマルチパスについては、雑音が生じる。したがって本
発明は建物の中またはτ＜Ｔ Cの領域内で応用される。τ＞Ｔ Cの領域については、ＲＡＫ
Ｅシステムを用いる必要がある。
図３に示した構成例において、受信手段は第１のアンテナ１１、第１のＲＦ／ＩＦ部２１
、第１のＡ－Ｄ変換器２３、第２のアンテナ１２、第２のＲＦ／ＩＦ部２２、および第２
のＡ－Ｄ変換器２４で構成される。第１のＲＦ／ＩＦ部２１を第１のアンテナ１１と第１
のＡ－Ｄ変換器２３との間に接続する。第２のＲＦ／ＩＦ部２２を第２のアンテナ１２と
第２のＡ－Ｄ変換器２４との間に接続する。第１のＲＦ／ＩＦ部２１は、受信スペクトラ
ム拡散信号の同相成分および直交位相成分を発生する。第２のＲＦ／ＩＦ部２２は、スペ
クトラム拡散信号の位相ずれ分の同相成分および直交位相成分を発生する。
図３に図解したとおり、第１のＡ－Ｄ変換器２３および第２のＡ－Ｄ変換器２４の出力は
スペクトラム拡散信号２５および２６の互いに異なるチャネルの処理のために他の部分に
送ることもできる。
遅延手段は第１のデジタル遅延装置２７で構成してある。この遅延手段に第２のデジタル
遅延装置２８を追加して設けることもできる。第１のデジタル遅延装置２７は第１のＡ－
Ｄ変換器２３に接続する。第２のデジタル遅延装置２８を用いた場合はその第２のデジタ
ル遅延装置２８は第２のＡ－Ｄ変換器２４に接続する。
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合成手段は第１の加算器２９および第２の加算器３０で構成する。第１の加算器２９は第
１のデジタル遅延装置２７および第２のデジタル遅延装置２８に接続する。第２の加算器
３０は第１のデジタル遅延装置２７および第２のデジタル遅延装置２８に接続する。第２
のデジタル遅延装置２８を用いなかった場合は、第１の加算器２９は第１のデジタル遅延
装置２７および第２のＡ－Ｄ変換器２４に接続し、第２の加算器３０は第１のデジタル遅
延装置２７および第２のＡ－Ｄ変換器２４に接続する。
逆拡散手段は逆拡散器３１で構成する。逆拡散器３１は適当なチップ系列発生器および受
信スペクトラム拡散信号逆拡散用の同期回路に接続した積装置で構成することもできる。
また、逆拡散器３１を、適当な積装置または受信スペクトラム拡散信号のチップ系列に整
合したインパルス応答の整合フィルタを備えるデジタルシグナルプロセッサで構成するこ
ともできる。この技術分野で周知のとおり、チップ系列に整合したインパルス応答を有す
る表面弾性波（ＳＡＷ）フィルタを用いることもできる。
発生手段は強度装置３２で構成する。この強度装置３２を逆拡散器３１に接続する。逆拡
散器３１は通常は受信スペクトラム拡散信号に埋まったデータの復調のための別の回路に
結合する。
蓄積手段はシフトレジスタ３３で構成する。シフトレジスタ３３は強度装置３２に接続す
る。蓄積手段は複数のゲート、レジスタまたは強度値記憶用の他の回路で構成することも
できる。
比較手段は比較器３４およびアップ／ダウンカウンタ３５で構成する。比較器３４はシフ
トレジスタ３３に接続した二つの入力を通常備える。アップ／ダウンカウンタ３５を比較
器３４の出力および第１のデジタル遅延装置２７や第２のデジタル遅延装置２８に接続す
る。
第１のアンテナ１１は第１のＲＦ／ＩＦ部２１で増幅するスペクトラム拡散信号を受信す
る。第１のＲＦ／ＩＦ部２１は同相成分および直交位相成分を第１のＡ－Ｄ変換器２３に
出力する。第１のＡ－Ｄ変換器２３は、これら同相成分および直交位相成分をデジタル化
同相成分およびデジタル化直交位相成分に変換する。これらの成分を出力２５および２６
で第１のＡ－Ｄ変換器２３と接続した位相補償回路４０同等のモジュールで処理すること
もできる。
同様に、スペクトラム拡散信号の位相ずれ分を第２のアンテナ１２で受信して第２のＲＦ
／ＩＦ部２２で増幅しフィルタ処理する。第２のＲＦ／ＩＦ部２２は、第２のＡ－Ｄ変換
器２４に供給される同相成分および直交位相成分の出力を有する。第２のＡ－Ｄ変換器２
４の出力２６は、異なるチップ系列処理用の位相補償回路４０と同様のモジュールにも供
給できる。例えば、一つのスペクトラム拡散信号は、各々が互いに異なるチップ系列で画
定される複数のスペクトラム拡散チャネルで構成され得る。したがって、各モジュール４
０は、対応のスペクトラム拡散チャネルで特定のチップ系列による処理に用いられる。
第１のデジタル遅延装置２７は、第１の遅延だけデジタル化スペクトラム拡散信号を遅延
させる。この第１のデジタル遅延装置２７の出力は第１の遅延信号である。第２のデジタ
ル遅延装置２８は、第２の遅延だけデジタル化スペクトラム拡散信号位相ずれ分を遅延さ
せる。この第２のデジタル遅延装置２８の出力は第２の遅延信号である。第２のデジタル
遅延装置２８はオプションであって本発明の実施に必須ではない。第２のデジタル遅延装
置２８を用いなかった場合は、用語「第２の遅延信号」は第２のＡ－Ｄコンバータ２４か
ら出力されたスペクトラム拡散信号のデジタル化した位相ずれ分を意味する。
第１の加算器２９は、第１のデジタル遅延装置２７からの第１の遅延信号の直交位相成分
と第２のデジタル遅延装置２８からの第２の遅延信号とを合成する。この第１の加算回路
２９の出力は第１の合成信号である。
第２の加算器３０は第１のデジタル遅延装置２７からの同相成分と第２のデジタル遅延装
置２８からの同相成分とを合成する。
したがって、第１の遅延信号および第２の遅延信号の同相成分は第２の合成信号の形に合
成される。
逆拡散装置３１は第１の合成信号および第２の合成信号を逆拡散ずみ同相信号および逆拡
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散ずみ直交位相信号の形に逆拡散する。これら逆拡散ずみの同相信号および逆拡散ずみの
直交位相信号は受信スペクトラム拡散信号に埋もれたデータの復調のための図示してない
追加の処理装置によって処理することもできる。
強度装置３２は逆拡散同相信号および逆拡散直交位相信号から強度値を発生する。強度値
は逆拡散同相信号および逆拡散直交位相信号から算定される絶対値、または逆拡散ずみの
直交位相信号の二乗プラス逆拡散ずみの同相信号の二乗である。これら以外の測定基準を
用いて信号強度相対値を算定する同様の機能を達成することもできる。強度値の機能は、
現時点強度値と先行強度値とを比較することである。
シフトレジスタ３３は比較器３４によって先行強度値と現時点強度値とを比較できるよう
にこれら先行振幅値および現時点強度値を記憶する。先行強度値と現時点強度値との比較
の際に比較器３４は比較出力信号を出力する。この比較出力信号は第１のデジタル遅延装
置２７の遅延を増減するようにアップ／ダウンカウンタ３５を制御する。アップ／ダウン
カウンタ３５で第２のデジタル遅延装置２８の第２の遅延を増減するオプションも可能で
ある。
本発明は、マルチパス経由のスペクトラム拡散信号の信号強度を最大化する方法であって
、スペクトラム拡散信号およびそのスペクトラム拡散信号の位相ずれ分を受信する過程を
含む方法も包含する。受信スペクトラム拡散信号の同相成分および直交位相成分をスペク
トラム拡散信号の位相ずれ分の同相成分および直交位相成分に対して遅延させ、遅延信号
を発生する。遅延信号の同相成分および直交位相成分とスペクトラム拡散信号の位相ずれ
分の同相成分および直交位相成分とを合成信号の同相成分および直交位相成分の形にそれ
ぞれ合成し、この合成信号を逆拡散ずみの信号の同相成分および直交位相成分の形に逆拡
散する。
本発明の方法は、逆拡散ずみの信号の同相成分および直交位相成分から強度値を発生する
過程と、先行強度値および現時点強度値を記憶する過程とを含む。先行強度値と現時点強
度値とを比較し、この比較に基づいて比較信号を出力する。この比較信号を用いて遅延を
変化させる。
基地局
本発明は複数のスペクトラム拡散信号を処理する独特のフェイズドアレイ・スペクトラム
拡散システムを備える基地局に拡張できる。この実施例では、受信手段は複数のスペクト
ラム拡散信号とそれら複数のスペクトラム拡散信号の複数の位相ずれ分とを受信する。図
２に示すとおり、互いに異なる建造物１７および１８で反射するなどにより互いに異なる
経路経由で到達するスペクトラム拡散信号１５およびスペクトラム拡散信号の位相ずれ分
１６から互いに異なる位相や時間遅延が生ずる。図３、図４および図５に示すとおり、通
常、受信手段は第１のアンテナ１１と第２のアンテナ１２とを備える。受信手段は適当な
ＲＦ／ＩＦ増幅器およびフィルタも備える。受信した複数のスペクトラム拡散信号と複数
のスペクトラム拡散信号位相ずれ分はデジタル化することもできる。
図４に遅延装置１２１、遅延装置１２２、…、遅延装置１２３として示した遅延手段は受
信した複数の受信スペクトラム拡散信号を複数の遅延素子によって複数の受信スペクトラ
ム拡散信号位相ずれ分に対して遅延させる。したがって、受信した複数のスペクトラム拡
散信号は、各々が受信スペクトラム拡散信号のそれぞれの位相ずれ分の遅延とほぼ等しい
遅延を有する複数の遅延信号になる。好ましい実施例ではデジタル信号処理を含む。した
がって、遅延手段はレジスタなどのデジタル遅延装置を備える。代わりにアナログ回路は
アナログ遅延装置または位相器を用いたものにすることもできる。
図４に合成器１４として示した合成手段は複数の遅延信号と複数のスペクトラム拡散信号
の複数の位相ずれ分とを合成信号の形に合成する。この合成手段の出力を適当なＲＦ／Ｉ
Ｆ回路１２４に加える。
上記複数の遅延信号の各々と複数のスペクトラム拡散信号のそれぞれの位相ずれ分の各々
とは同じ位相または時間遅延をそれぞれ有する。したがって、遅延信号の同相成分はスペ
クトラム拡散信号の位相ずれ分の同相成分と合成され、遅延信号の直交位相成分はスペク
トラム拡散信号の位相ずれ分の直交位相成分と合成される。
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逆拡散手段は合成信号を複数の逆拡散信号の形に逆拡散する。この処理は図４に示すとお
り複数の逆拡散装置１３１、１３２、…、１３３を用いて行う。各逆拡散手段は積検出器
または特定のチャネルの受信スペクトラム拡散信号に整合したチップ系列を有するミキサ
を用いて実働化できる。また、この逆拡散器を、特定のチャネルの受信スペクトラム拡散
信号のチップ系列に整合したインパルス応答特性を有する表面弾性波装置などの整合フィ
ルタを用いて実働化することもできる。スペクトラム拡散信号逆拡散用の積検出器、ミキ
サ、デジタルシグナルプロセッサおよびＳＡＷデバイスはこの技術分野で周知である。
制御手段は複数の逆拡散信号に応答して遅延手段の複数の遅延を変化させる。図４に示す
とおり、制御手段は複数の制御回路１４１、１４２、…、１４３として実働化する。この
制御手段は複数の比較信号を複数の遅延装置１２１、１２２、…、１２３に出力する。
制御手段は発生手段、蓄積手段および比較手段を備える。発生手段は複数の逆拡散ずみ信
号から複数の強度値を発生する。蓄積手段は発生手段によって発生した複数の先行強度値
および複数の現時点強度値を蓄積する。比較手段は複数の先行強度値と複数の現時点強度
値とを比較し、複数の比較出力信号を出力する。発生手段、記憶手段、および比較手段の
一実施例を図３に示す。
複数の比較出力信号に応答して遅延手段は複数の遅延をそれぞれ変化させる。図４は、制
御回路１４１、１４２、…、１４３と遅延装置１２１、１２２、…、１２３とがどのよう
にそれぞれ結合されているかを示す概略図である。当業者には明らかであるように、図４
の制御回路はスペクトラム拡散チャネルの各々について図３の回路を用いて実働化できる
。
図５はアンテナ１１に結合した信号遅延装置１３を用いたもう一つの実施例を示す。図５
には、遅延装置１３経由でアンテナ１１に結合したＲＦ／ＩＦ増幅器２１およびアンテナ
１２に結合したＲＦ／ＩＦ増幅器２２も示してある。図５において、チップ系列 g1 (t)、 g

2 (t)、…、 gk (t)で画定されるスペクトラム拡散チャネルの各々を複数のスペクトラム拡
散信号についての複数の逆拡散器１５１、１５２、…、１５３で逆拡散する。同様に、複
数のスペクトラム拡散信号の複数の位相ずれ分を複数の逆拡散器１６１、１６２、…、１
６３によりチップ系列 g1 (t)、 g2 (t)、…、 gk (t)を用いて逆拡散する。
遅延装置１３は複数のスペクトラム拡散信号を受信した複数のスペクトラム拡散信号の複
数位相ずれ分に対して遅延素子により遅延させ、それによって複数の遅延信号を発生する
。
合成器１５３は複数の遅延信号とスペクトラム拡散信号の複数の位相ずれ分とを合成信号
の形に合成する。この合成信号に応答して制御回路１６６は遅延装置１３の遅延を変化さ
せる。
実際の使用の際には、このフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システムおよび方法は、
基地局または遠隔ユニットで用いることができる。このフェイズドアレイ・スペクトラム
拡散システムおよび方法が受信するスペクトラム拡散信号は、第１のアンテナ１１および
第２のアンテナ１２で受信され、第１のＲＦ／ＩＦ部２１および第２のＲＦ／ＩＦ部２２
で処理され、第１のＡ－Ｄ変換器２３および第２のＡ－Ｄ変換器２４で変換される。デジ
タル信号処理を用い、そのデジタル信号処理を特定用途集積回路（ＡＳＩＣ）で実働化す
るのが好ましい。第１のＡ－Ｄ変換器２３からのデジタル化したスペクトラム拡散信号を
第２のＡ－Ｄ変換器２４からのスペクトラム拡散信号のデジタル化した位相ずれ分に対し
て遅延させるのが好ましい。デジタル化したスペクトラム拡散信号とスペクトラム拡散信
号のデジタル化した位相ずれ分との間の位相遅延や時間遅延がよりよく整合するまで第１
のデジタル遅延装置２７をアップ／ダウンカウンタ３５によって調整する。この整合は、
現時点強度値とシフトレジスタ３３に蓄積された先行強度値との間の比較器３４による比
較結果に応答するアップ／ダウンカウンタ３５の変動によって生じる。
上述のとおり、スペクトラム拡散信号およびスペクトラム拡散信号の位相ずれ分を受信し
、中間周波数またはベースバンドに処理し、デジタル化する。同相成分および直交位相成
分を用い、遅延し、加算する。次に、同相成分と直交位相成分との加算結果を逆拡散する
。次に、逆拡散したスペクトラム拡散信号強度値を抽出する。この強度値は、所望の信号
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の電力、すなわち信号強度を表す。現時点強度値と先行強度値とをシフトレジスタ３３に
入力し、比較器３４で比較する。比較器３４は、増加か減少か、すなわち加算か減算かを
アップ／ダウンカウンタ３５に命令し、それによって遅延を制御する。すなわち、カウン
ト値の増加で遅延を増加させ、強度値の減少で遅延を減少させる。効率を向上させるため
に種々の制御アルゴリズムをアップ／ダウンカウンタ３５に用いることができる。
このフェイズドアレイ・スペクトラム拡散システムは、第１のアンテナ１１および第２の
アンテナ１２の形成するアンテナビームを最も強度の大きいマルチパスの方向に向ける。
この動作は最適のマルチパスの継続的探索のために継続的に行う。このビーム操作は、基
地局および送受器、すなわち遠隔加入者装置で行うことができる。
本発明の範囲または真意を逸脱することなく本発明の基地局フェイズドアレイ・スペクト
ラム拡散システムおよび方法に種々の改変が可能であることは当業者には明らかであろう
。本発明は、本願請求の範囲およびそれらの均等物の範囲に含まれる基地局フェイズドア
レイ・スペクトラム拡散システムおよび方法の諸変形を包含することを意図するものであ
る。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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